
第
二
章
戦
後
初
期
の
和
。
洋
書
販
売

一
古
書
部
の
活
動

1200

戦
争
の
進
む
に
従
い
、
国
内
に
お
け
る
和
・
洋
書
の
流
通
が
困
難
に
な
っ
た
情
況
を
考
え
て
、
当
社
が
古
書
課
を
創
設
し
た
の
は
、

昭
和
十
五
年
五
月
で
あ
っ
た
。
翌
十
六
年
十
月
一
日
に
は
、
そ
の
課
を
更
に
部
に
拡
大
し
て
、
一
方
に
お
い
て
当
社
の
営
業
の
存
続
に

役
立
て
、
一
方
に
お
い
て
長
い
間
の
顧
客
の
要
求
に
応
じ
た
い
と
し
た
。

こ
の
部
で
扱
う
書
籍
は
、
和
。
漢
。
洋
を
問
わ
ず
、
不
用
に
な
っ
た
書
物
。
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
で
あ
っ
た
。

戦
争
の
末
期
か
ら
戦
後
の
数
年
間
は
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
か
ら
不
要
に
な
っ
た
書
物
を
手
放
す
方
も
多
か
っ
た
し
、
一
方
で
は
新
刊

書
の
入
手
も
容
易
で
な
か
っ
た
事
情
か
ら
古
書
の
需
要
が
強
か
っ
た
。
当
社
で
は
、
本
店
で
も
、
支
店
で
も
古
書
買
入
れ
の
新
聞
広
告

を
随
時
に
出
し
た
。
仙
台
。
福
岡
な
ど
で
は
和
古
書
の
展
覧
会
を
し
ば
し
ば
催
し
た
。
本
店
に
お
い
て
も
昭
和
一
一
十
四
年
四
月
一
一
十
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
「
産
業
資
料
古
書
即
売
展
」
を
催
し
好
評
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
古
書
部
で
取
扱
っ
た
書
籍
は
、
外
部
か
ら
入
手
し
た
書
物
が
多
か
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
い
、
当
社
で
従
来
持
っ
て
い
た
も
の
も
相
当
あ
っ
た
。
一
、
二
の
例
を
書
き
留
め
て
お
こ
う
。

本
店
で
は
、
戦
争
中
、
書
籍
の
一
部
を
山
梨
県
塩
山
に
疎
開
し
て
い
た
こ
と
は
「
丸
善
社
史
」
（
三
六
一
一
一
’
三
六
四
頁
）
に
も
、
本
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害
一
、
○
八
○
頁
に
も
記
し
た
如
く
で
あ
っ
て
、
和
。
洋
の
稀
親
書
や
、
重
要
な
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
及
び
当
社
が
戦
前
か
ら
集

め
て
い
た
内
外
、
古
今
に
亙
る
書
誌
。
文
献
目
録
類
（
現
在
当
社
「
本
の
図
書
館
」
に
収
納
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
戦
争
中
、
建
物
の
一
部
を
借
り
て
書
物
を
容
れ
て
い
た
「
松
慶
ピ
ル
」
（
高
島
屋
新
館
の
位
置
に
在
っ
た
）
の
焼
跡
か
ら
救
い

出
し
た
古
書
。
稀
親
書
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
松
慶
ピ
ル
」
は
、
昭
和
一
一
十
年
五
月
二
十
四
日
の
米
軍
機
の
空

襲
で
確
災
し
、
外
部
を
残
す
だ
け
と
な
り
、
格
納
し
て
い
た
書
物
も
当
然
に
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
数
日
後
見
廻

っ
た
際
に
、
一
一
一
階
の
焼
残
り
の
カ
ー
テ
ン
の
陰
の
窓
か
ら
、
金
文
字
の
書
籍
が
棚
に
並
ん
で
い
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
部
屋
の
周

囲
に
水
を
注
い
で
扉
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
書
物
が
助
か
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
世
界
的
に
著
名
な
稀
親
書
も
数
多
か
っ
た

が
、
本
店
新
築
費
調
達
に
苦
心
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
全
部
売
品
と
し
、
そ
の
売
却
代
金
は
復
興
の
た
め
の
費
用
に
相
当
寄
与
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
古
い
社
員
に
は
忘
れ
得
ぬ
一
つ
の
挿
話
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
大
塚
金
之
助
教
授
の
追
懐
談
に
も
あ
る

ク
リ
ュ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
一
九
二
一
年
版
の
「
ロ
シ
ヤ
史
」
（
侭
］
旨
目
①
ぐ
の
底
》
ぐ
．
○
．
‐
津
田
の
ｇ
ｑ
ｏ
冷
届
烏
の
旨
．
、
ぐ
○
］
の
。
》
ロ
①
具
）

と
か
、
ダ
ー
ゥ
ィ
ン
の
「
ピ
ー
グ
ル
号
航
海
日
記
」
（
○
冨
匡
①
の
口
胃
言
旨
㎡
己
冒
ご
○
冷
昏
の
ご
○
旨
い
①
の
○
冷
函
．
旨
．
の
．
員
画
８
哩
①
ご
・

尼
路
》
８
日
言
箇
ｍ
①
。
、
詞
）
な
ど
が
残
っ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
文
学
の
渡
辺
一
夫
教
授
も
、
本
店
が
戦
後
木
造
二
階
建
の
時
代
に
、
「
長
い
間
探
し
て
い
た
ス
ミ
ス
の
英
訳
本
の
『
ラ
プ

レ
ー
全
集
』
（
の
昌
昏
言
．
‐
両
幻
号
の
目
の
旨
目
印
言
風
§
ぬ
の
．
ご
属
目
胃
旨
煙
ｏ
目
匿
目
）
を
発
見
し
て
、
こ
れ
を
購
入
し
た
時

の
う
れ
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
一
年
六
月
号
三
○
頁
）

こ
こ
に
は
、
昭
和
二
十
五
年
発
行
の
理
工
書
の
「
古
書
目
録
」
か
ら
、
よ
く
売
れ
た
書
目
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
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復刊号

さ
て
、
こ
の
様
に
洋
書
輸
入
不
可
能
時
代
を
支
え
た
当
社
の
古
書
部
の
販
売
実
績
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

昭
和
二
十
年
度
に
お
け
る
年
間
売
上
益
金
は
本
店
の
み
で
二
六
万
七
千
余
円
、
二
十
一
年
度
に
お
い
て
六
八
万
七
千
余
円
と
激
増
し
、

昭
和
二
十
二
年
度
に
は
二
○
万
三
千
円
と
一
時
大
減
益
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
一
十
一
一
一
年
度
は
下
半
期
だ
け
で
一
七
八
万
九
千
余
円
、
昭

和
一
一
十
四
年
度
は
八
九
○
万
七
千
余
円
と
大
激
増
し
、
昭
和
二
十
五
年
度
に
は
九
○
七
万
八
千
余
円
と
伸
び
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
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灘灘識鳶
か。

‐
銀
幕
静
薮
中
呼
謬
．

二
「
マ
ル
ゼ
ン
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
」
の
復
刊

｢マルゼンアナウンスメン 卜」

右
に
記
し
た
よ
う
に
、
洋
書
の
輸
入
も
近
い
と
い
う
見
通
し
も
つ
い
た
の
で
、

当
社
で
は
、
昭
和
十
九
年
以
来
休
刊
し
て
い
た
「
マ
ル
ゼ
ン
ァ
ナ
ゥ
ン
ス
メ
ン

ト
」
を
復
刊
す
る
こ
と
に
決
し
、
宣
伝
部
。
外
国
部
を
中
心
に
着
女
準
備
を
進
め

た
。
そ
の
際
こ
れ
を
顧
昇
陸
ｌ
ｍ
ｂ
嵐
冨
“
一
口
目
の
○
§
］
の
ｇ
①
ｐ
ｏ
８
顧
鼻
画

ｌ
ｚ
煙
冨
国
］
の
Ｑ
２
。
①
の
凹
目
旨
①
島
。
旨
①
、
圃
昇
○
ｌ
”
○
号
。
牙
①
宵
誘

四
目
両
品
甘
①
①
儲
旨
い
、
局
胃
庁
己
ｌ
闘
黒
○
ｑ
》
の
①
○
鱒
§
ご
』
司
甘
①
脅
威

層
品
目
的
①
の
》
巨
汁
①
国
斤
昌
①
“
且
の
ｇ
①
国
］
四
目
冨
厨
８
－
一
目
の
○
吊
弓
○
房
の
の

四
分
冊
に
分
ち
発
行
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

い
て
は
和
書
部
門
や
イ
ン
キ
部
門
と
共
に
当
社
を
支
え
た
大
き
な
柱
で
あ
っ
た
。



国
Ｈ
旨
の
ロ
国
凹
の
陣
８
（
旨
）
○
屋
臼
昌
８
］
弓
国
Ｑ
の
］
○
貝
ロ
己
（
ご
く
）
○
忘
臼
日
黒
山
ロ
ユ
ロ
旨
”
哩
降

（
ご
く
）
○
宮
の
冒
涜
胃
葺
塑
冒
旦
月
ロ
ユ
ニ
、
胃
『
（
ご
く
）
ロ
『
臼
（
ご
『
）
の
宙
の
］
○
口
吋
昌
巳
（
ご
く
）

］
○
戸
Ｈ
ロ
巴
○
閉
○
彦
曾
巨
甘
巴
の
○
日
の
庁
『
（
阜
角
）
〕
○
巨
埼
昌
昌
○
時
烏
営
の
の
Ｏ
Ｂ
の
庁
胃
○
吊
○
彦
曾
画
甘
巴
【
昌
旦
屋
の
酋
弓

（
旨
）
］
○
貝
ロ
巴
○
閉
庁
底
①
の
旨
の
の
弓
①
。
缶
ロ
○
］
○
ｍ
『
（
国
Ｉ
旨
）
冨
四
ロ
ロ
註
○
目
Ｈ
旨
い
。
彦
曾
昌
黒
（
旨
）

句
四
℃
①
Ｈ
ロ
ロ
ロ
砲
風
口
叶
（
Ｃ
）
局
の
民
屋
日
日
冒
四
ご
旦
両
の
の
①
口
嘩
呉
○
芭
両
の
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｑ
（
シ
［
）
弓
置
の
陣
８
（
旨
）

盟
涛
］
○
日
唇
巴
四
国
Ｑ
崩
幽
冒
○
ロ
ヨ
ョ
日
国
（
旨
）
捧
日
一
〕
煙
の
の
邑
自
（
言
）
弓
の
撚
匿
の
旨
煙
ロ
ロ
駐
旦
貝
の

（
言
）
弓
①
〆
珪
岩
①
両
の
８
Ｈ
Ｑ
２
（
旨
）
圃
口
、
旨
の
⑦
Ｈ
ｇ
『
）
両
国
”
旨
①
①
Ｈ
甘
い
（
ご
く
）

Ｈ
Ｈ
Ｃ
冒
昌
○
国
ｍ
９
（
ご
く
）
国
境
旨
の
宮
冨
肖
匡
画
①
弓
○
○
』
同
旨
”
旨
の
の
風
ロ
唾
（
Ｃ
）
句
○
戸
揖
骨
胃
弓
愚
号

当
○
屋
Ｈ
ロ
巴
（
ご
く
）
》
自
画
ｏ
巨
口
①
Ｈ
『
（
ご
く
）
二
国
鯉
○
宮
口
の
Ｈ
冒
嗣
］
○
昌
。
Ｑ
ご
）
》
唐
四
○
巨
昌
黒
（
ご
く
）

言
①
。
唇
四
日
ｏ
己
ど
く
○
儲
巨
鯉
口
旦
両
ロ
、
旨
①
臼
言
い
”
①
ｏ
ｏ
Ｈ
ｇ
（
弓
ご
）
ご
く
⑦
己
旨
ぬ
（
二
ｓ
同
」
の
。
胃
○
日
○

両
ロ
四
国
の
①
Ｈ
甘
い
（
シ
［
）
ご
冨
儲
の
］
の
ｍ
の
両
ロ
、
旨
①
貝
（
里
［
）
○
○
崖
の
埼
冒
の
匡
胃
巳
幽
唇
四
口
』
］
Ｏ
ｐ
Ｈ
ｐ
巴

○
冷
啓
の
○
○
巴
凹
画
Ｑ
陣
○
口
自
国
号
（
旨
）
］
○
昌
口
巴
○
閉
庁
面
①
冒
黒
洋
具
①
○
命
冨
の
冒
涜
“
ロ
。

弔
画
時
計
○

1２０４

そ
し
て
、
ま
ず
最
初
に
顧
鼻
ｐ
顧
鼻
国
を
発
行
し
た
。
昭
和
一
一
十
四
年
十
月
十
一
一
日
で
あ
っ
た
。
同
年
十
月
一
一
十
九
日
に
は
、

恵
風
疹
を
発
行
し
、
毎
罵
口
は
、
同
年
十
一
月
一
一
一
十
日
に
発
行
し
た
。
こ
の
他
に
、
十
一
月
に
は
後
述
の
英
国
新
刊
書
展
（
昭
和
二

十
四
年
十
月
三
日
１
九
日
）
の
た
め
の
特
別
号
を
発
行
し
た
。

な
お
、
昭
和
二
十
四
年
発
行
の
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
」
で
は
、
英
国
で
一
九
五
○
年
中
に
発
行
さ
れ
る
雑
誌
の
予
約
募
集
を
行
い
、

顧
再
○
九
十
五
種
、
思
再
ロ
六
十
一
種
の
英
国
雑
誌
の
リ
ス
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
主
な
雑
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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n
d
u
s
t
r
y
（
Ｍ
）
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
Ｏ
'
L
o
n
d
o
n
'
ｓ
W
e
e
k
l
y
（
F
）
S
t
u
d
i
o
（
Ｍ
）
H
o
u
s
e

a
n
d
G
a
r
d
e
n
（
Q
）
V
o
g
u
e
（
Ｍ
）
G
o
o
d
H
o
u
s
e
k
e
e
p
i
n
g
（
Ｍ
）
I
d
e
a
l
H
o
m
e

a
n
d
G
a
r
d
e
n
i
n
g
（
Ｍ
）
V
o
g
u
e
B
o
o
k
o
f
B
r
i
t
i
s
h
E
x
p
o
r
t
（
B
-
M
）
V
o
g
u
e
P
a
t
t
e
m
s

B
o
o
k
（
Q
）
W
e
l
d
o
n
'
s
H
o
m
e
D
r
e
s
s
m
a
k
e
r
（
Ｍ
）
W
e
l
d
o
n
'
s
L
a
d
i
e
s
J
o
u
m
a
l
（
Ｍ
）

W
e
l
d
o
n
'
s
P
r
a
c
t
i
c
a
l
N
e
e
d
l
e
W
o
r
k
（
Ｍ
）
E
a
s
t
e
r
n
W
o
r
l
d
（
Ｍ
）
I
l
l
u
s
t
r
a
t
e
d
L
o
n
d
o
n

N
e
w
s
（
Ｗ
）
N
e
w
S
t
a
t
e
s
m
a
n
a
n
d
N
a
t
i
o
n
,
W
e
e
k
e
n
d
R
e
v
i
e
w
（
Ｗ
）
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ａ
ｎ
ｄ

Ｔ
ｉ
ｄ
ｅ
（
Ｗ
）
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r
G
u
a
r
d
i
a
n
,
W
e
e
k
l
y
（
Ｗ
）
T
i
m
e
s
L
i
t
e
r
a
r
y
S
u
p
p
l
e
m
e
n
t

(
Ｗ
）
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
W
e
e
k
l
y
（
Ｗ
）

蟹
屡
1
1
十
国
母
ｅ
「
ト
ト
心
入
i
､
<
六
八
一
」
豆
津
堂
旦
逆
′
黙
。
ご
純
ｅ
鵡
塙
卑
善
知
黒
I
-
j
鵜
．
′
崇
画
祁
旦
o
ら
１
J
逆
′
聾
長
'
１

十
日
畦
十
1
1
厘
1
1
1
十
国
型
′
“
M
a
r
u
z
e
n
'
s
S
e
l
e
c
t
e
d
L
i
s
t
o
f
A
m
e
r
i
c
a
n
B
o
o
k
s
,
1
9
4
9
～
1
9
5
0
”
鵜
A
-
6
も
“
Ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｎ
ｄ
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
‐

d
a
r
d
A
m
e
r
i
c
a
n
B
o
o
k
s
t
o
A
r
r
i
v
e
S
h
o
r
t
l
y
”
細
′
弾
将
扇
旦
“
A
m
e
r
i
c
a
n
B
o
o
k
s
,
A
m
u
s
i
n
g
F
i
c
t
i
o
n
a
n
d
N
o
n
F
i
c
‐

t
i
o
n
”
ｅ
ｍ
喧
細
淵
蝉
』
製
。
哨
巡
旦
侭
全
f
』
匝
噸
や
逆
P
o
c
k
e
t
B
o
o
k
s
，
S
i
g
n
e
t
B
o
o
k
s
，
T
o
w
e
r
B
o
o
k
s
，
T
h
e
L
i
v
i
n
g

L
i
b
r
a
r
y
,
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
ｅ
中
へ
=
､
－
‘
ｋ
如
喫
全
Ｉ
－
ｊ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
終
′
岬
ｅ
哨
巡
里
“
S
o
m
e
o
f
l
m
p
o
r
t
a
n
t
A
m
e
r
i
c
a
n
P
u
b
l
i
‐

c
a
t
i
o
n
s
E
x
p
e
c
t
e
d
t
o
A
r
r
i
v
e
S
h
o
r
t
l
y
”
＝
Ｕ
Ｊ
Ｉ
－
ｌ
′
M
c
L
e
o
d
淵
騨
e
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
c
a
l
L
i
b
r
a
r
y
e
‘
『
､
籾
′
篭
ｅ
部
知
ぅ
9
詮

ぬロ函『

M
e
t
a
l
l
u
r
g
i
c
a
l
A
b
s
t
r
a
c
t
s
（
Ｍ
）
M
e
t
a
l
l
u
r
g
i
a
（
Ｍ
）
A
u
t
o
m
o
b
i
l
e
E
n
g
i
n
e
e
r
（
Ｍ
）

C
y
c
l
i
n
g
（
Ｗ
）
L
i
g
h
t
Ｃ
ａ
ｒ
（
Ｍ
）
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
（
Ｍ
）
S
h
i
p
b
u
i
l
d
i
n
g
a
n
d

S
h
i
p
p
i
n
g
R
e
c
o
r
d
（
Ｗ
）

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ｄ



①ｏｍＨ

B
a
r
t
1
1
,
Ｋ
．
一
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
Ｗ
ａ
ｙ
、
１
９
４
７

C
r
o
c
e
，
Ｂ
・
一
P
o
l
i
t
i
c
s
a
n
d
M
o
r
a
l
s
・
l
9
4
5

D
e
w
e
y
，
Ｊ
､
－
P
r
o
b
l
e
m
s
o
f
M
e
n
l
9
4
6

D
r
e
h
e
r
，
Ｅ
，
一
C
h
e
m
i
s
t
r
y
o
f
S
y
n
t
h
e
t
i
c
S
u
b
s
t
E
m
c
e
s
，
１
９
４
３

Ｆ
ｅ
ｒ
ｍ
，
Ｖ
・
一
E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
a
o
f
R
e
l
i
g
i
o
n
、
１
９
４
５
・

F
r
o
e
s
h
e
l
s
，
Ｅ
，
一
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｒ
ａ
ｃ
ｅ
、
l
9
4
8

G
r
a
f
，
Ｍ
，
一
F
r
o
m
B
e
e
t
h
o
v
e
n
t
o
S
h
o
s
t
a
k
o
v
i
c
h
，
１
９
４
７

G
r
a
f
，
M
-
M
o
d
e
r
n
M
u
s
i
c
、
１
９
４
６

J
o
a
d
，
Ｃ
、
‐
H
o
w
O
u
r
M
i
n
d
s
W
o
r
k
、
１
９
４
７

K
a
t
z
，
Ｄ
、
一
P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
c
a
l
A
t
l
a
s
・
l
9
4
8

K
n
i
c
k
e
r
b
o
c
k
e
r
，
Ｗ
、
Ｓ
・
一
T
w
e
n
t
i
e
t
h
C
e
n
t
u
r
y
E
n
g
l
i
s
l
１
．
１
９
４
６

L
o
e
b
，
Ｌ
，
一
B
e
t
t
e
r
P
h
o
t
o
g
r
a
p
h
y
、
１
９
４
７

M
a
n
n
i
n
g
，
Ｃ
、
Ａ
･
－
Ｓ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ
ｏ
ｆ
Ｌ
i
b
e
r
t
y
，
１
９
４
５

M
a
r
i
t
a
i
n
，
Ｊ
、
－
T
h
e
D
r
e
a
m
o
f
D
e
s
c
a
r
t
e
s
l
9
4
5

P
a
t
t
e
r
s
o
n
，
Ｒ
，
Ｆ
，
一
T
h
e
S
t
o
r
y
o
f
E
n
g
l
i
s
h
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
，
l
9
4
7

R
u
n
e
s
，
Ｄ
、
一
A
B
i
b
l
e
f
o
r
t
h
e
L
i
b
e
r
a
L
1
9
4
5

R
u
n
e
s
，
，
．
－
A
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
o
f
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
、
１
９
４
２

R
u
n
e
s
，
，
．
－
T
w
e
n
t
i
e
t
h
C
e
n
t
u
r
y
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
、
l
9
4
3

R
u
n
e
s
j
D
．
－
D
i
a
r
y
o
f
T
h
o
m
a
s
A
l
v
a
E
d
i
s
o
n
l
9
4
8

S
a
r
t
r
e
,
Ｊ
､
Ｐ
．
－
E
x
i
s
t
e
n
t
i
a
l
i
s
m
・
l
9
4
7

S
a
r
t
r
e
,
Ｊ
・
Ｐ
．
－
P
s
y
c
h
o
l
o
g
y
o
f
l
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
、
１
９
４
８

ﾄー
ﾉﾑt､０．



何
れ
も
五
、
六
○
冊
、
員
旨
且
煙
目
①
○
日
』
①
》
》
な
ど
は
一
○
○
’
一
五
○
冊
も
入
荷

こ
れ
ら
の
洋
書
は
、
冒

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
年
三
月
一
日
に
は
、

写
真
か
ら
推
算
し
て
も
、

ド
イ
ツ
書
の
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
」
を
発
行
し
た
。
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
に
発
行
さ
れ
た
書
物
の
み
で
、

米国書初入荷

の
貰
再
の
》
］
・
㈲
．
１
日
丘
の
両
日
○
画
○
口
の
．
届
鰐
『

の
。
ご
巨
口
函
臼
》
］
、
１
旨
四
号
①
白
煙
感
ｏ
巴
面
壁
の
尉
○
冷
昏
①
津
昇
の
．
己
烏

の
四
球
①
再
》
の
．
Ｉ
ぐ
ぱ
ロ
の
ロ
厨
８
の
①
の
旨
旨
四
口
》
隆
昌
日
巴
煙
ロ
ニ

弔
冒
ロ
庁
．
得
④
吟
、

の
宮
口
』
①
ご
》
］
．
１
口
言
画
○
口
胃
『
○
閉
『
ご
‘
日
旦
○
国
”
旨
の
．
岳
吟
画

の
］
ハ
ロ
口
も
『
》
も
．
１
局
昌
己
，
○
ざ
］
①
の
○
冷
悶
○
ど
く
。
⑦
吋
妄
角
①
芹
四
巨
匡
時
ｍ
『
．
』
④
鳩
』

弓
］
】
岸
ｇ
８
Ｑ
》
缶
．
‐
固
の
の
葛
の
旨
、
９
９
．
８
口
ロ
ュ
国
邑
Ｏ
ｍ
Ｏ
ｂ
屋
『
．

］
①
吟
、

な
お
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
、
米
国
害
が
当
社
へ
初
め
て
入
荷
し
た
時
の

写
真
に
よ
れ
ば
、
次
の
書
名
が
読
み
と
れ
る
。

句
①
Ｈ
ウ
の
Ｈ
》
両
．
Ｉ
の
匿
○
尋
ご
○
四
庁
．
岸
①
蜂
①
》
の
８
の
の
ｇ

ｏ
宮
風
①
曹
国
．
１
房
【
四
。
四
日
①
○
口
国
の
．
Ｈ
①
鰐
Ｐ
ｐ
Ｏ
亘
亘
の
旦
四
冒

門
ｏ
ｐ
Ｑ
Ｏ
Ｐ
］
、
１
ｍ
①
凹
昇
ご
‘
○
雨
．
Ｈ
①
』
、
》
の
８
の
の
２

国
ロ
。
丙
》
冠
．
の
．
１
両
四
呉
量
『
旨
。
函
云
『
①
胃
『
ご
‐
旨
Ｑ
・
得
④
吟
②
》
弓
『
○
埼
国

弔
匡
ご
］
勝
宮
口
㈹
○
○
．

園
巨
○
戸
》
㈲
・
の
．
ｌ
ｍ
Ｏ
ｐ
の
．
］
①
吟
、
》
の
叶
○
朋
黒

1207



1２０８

昭和２３年の見本図書雑誌展

㈲
見
本
図
書
の
展
覧

右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
の
努
力
を
し
て
い
る
中
に
、
昭
和
二
十
三
年

三
月
に
至
っ
て
、
図
書
。
雑
誌
類
の
う
ち
見
本
。
贈
呈
品
に
限
っ
て
外
国
か
ら
の

郵
送
が
許
可
さ
れ
た
。
当
社
は
早
速
従
来
か
ら
関
係
の
あ
っ
た
書
店
、
取
次
店
に

戦
中
。
戦
後
に
亙
る
出
版
害
中
好
評
を
得
て
い
る
書
物
、
注
目
す
べ
き
書
物
、
各

種
雑
誌
類
の
見
本
送
付
方
を
依
頼
し
た
。
こ
の
要
請
に
応
じ
て
、
欧
米
諸
国
か
ら

中
で
も
医
学
関
係
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
の
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
」
で
、
《
己
の
儲

の
己
国
。
ｐ
‐
国
ｇ
ｏ
丙
唇
呂
の
》
ロ
①
具
の
ｇ
①
の
国
巨
急
腎
扇
号
忌
呂
冷
言
］
＆
①
篇
目
目
唇
》
》

の
入
荷
を
、
日
常
生
活
に
即
し
た
ド
イ
ツ
語
辞
典
の
新
版
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
は
戦
後
入
荷
し
た
最
初
の
ド
イ
ツ
語
辞
典
で
あ
る
。

三
戦
後
初
期
の
洋
書
展
覧
会

送
付
さ
れ
た
図
書
約
六
○
○
点
、
雑
誌
類
約
三
○
○
点
を
展
示
し
て
、
顧
客
に
海
外
出
版
物
の
状
況
を
報
ず
る
こ
と
と
し
た
。

然
し
、
業
務
上
の
取
引
が
許
さ
れ
て
い
な
い
時
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
案
内
状
に
は
「
尚
従
来
は
こ
の
展
覧
会
に
於
て
購
読
御
予
約

を
御
引
受
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
前
述
の
如
く
未
だ
そ
の
時
期
に
達
し
て
居
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
御
諒
察
を
願
上
げ
ま
す
」
と
注
文

辞
退
を
予
告
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。



雑
誌
で
は

こ
の
と
き
の
リ
ス
ト
は
作
製
し
て
い
な
い
の
で
出
陳
内
容
は
明
確
で
な
い
が
、
そ
の
展
覧
会
場
に
お
け
る
陳
列
写
真
か
ら
次
の
書
名

司
冒
口
丙
倖
重
●
四
ｍ
ロ
巴
昌
印
の
言
］
ａ
胃
Ｑ
○
○
］
］
①
”
①
。
旨
睦
○
口
胃
『
．
届
患
一
国
員
８
口
算

○
巳
甘
胃
胃
衿
罵
の
旨
の
画
曾
庁
の
（
８
．
）
’
○
巳
甘
胃
冒
跨
叶
訂
冒
の
武
目
尉
国
ロ
．
。
『
。
］
○
℃
の
島
。
○
○
○
］
合
○
○
］
六
・
ご
岳
》
の
ｇ
の
の
①
庁

の
巨
旨
日
》
国
．
１
日
宮
①
三
国
計
①
Ｈ
Ｉ
ｍ
ｂ
８
丙
①
Ｈ
国
目
．
ロ
ゴ
○
○
］
肉
．
］
虐
司
》
国
四
口
・
ず
○
○
穴
弔
ロ
ウ
．

国
岸
○
口
》
］
、
１
両
四
口
。
○
日
出
胃
ぐ
の
黒
．
ご
お
》
旨
月
日
旨
四
国
．

口
唇
９
画
Ｐ
］
．
”
．
Ｉ
弓
丘
①
ヌ
『
巨
尉
弓
○
急
日
．
ら
ち
》
ロ
己
宮
口
８
芹

ぐ
山
口
ｍ
ロ
四
口
》
雪
、
、
旨
．
ｌ
㈲
愚
ｇ
旨
①
○
冷
跨
ロ
呉
○
口
昼
．
画
ロ
ロ
①
具
》
ら
院
》
冒
○
の
一
〕
胃

Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
の
８
．
》
国
．
の
、
伸
両
．
］
、
１
口
旨
い
ロ
○
里
の
陣
弓
尉
呉
日
①
昌
○
冷
口
厨
８
の
①
の
○
冷
急
●
○
日
の
ロ
．
④
昏
巴
．
》
這
念
》
旨
○
ｍ
一
〕
弓

○
５
ｍ
の
①
ロ
．
》
国
．
の
．
陣
崩
．
］
・
’
○
℃
の
国
は
ぐ
①
の
冒
肖
①
８
］
○
ｍ
］
．
ｍ
ｇ
ａ
．
》
ご
烏
》
言
○
号
『

缶
。
］
＄
目
胃
目
．
》
Ｆ
・
ぐ
．
’
○
四
ｐ
８
Ｈ
・
乞
亀
》
言
○
号
］

の
国
骨
ご
○
屋
》
”
・
国
．
国
．
（
の
。
．
）
ｌ
Ｑ
目
甘
巴
伊
四
ご
○
国
ｇ
ご
旨
の
啓
○
号
四
国
。
ｄ
旨
い
ロ
○
鰹
、
．
吟
昏
＆
．
》
ご
畠
》
旨
○
号
『

宴
角
の
Ｈ
時
］
四
画
】
ヨ

シ
南
の
捕
境
〕
画
胃
〕

句
愚
己
，
。
①
ロ
旨
の
胃
四
画
○
口
．
の
も
の
ｏ
冨
甘
境
○
○
属
①
Ｈ
》
の
○
○
印
日
○
℃
○
］
］
冨
口
弓
ぽ
の
尉
焦
の
国
○
房
の
国
８
鼻
焦
巳

静
Ｏ
ｐ
ｇ
ｐ
○
官
昌
○
口
ロ
ー
〕
興
辱
弓
』
馬
の
胃
目
邑
冨
四
ｍ
目
旨
①
閃
四
ｓ
○
弓
旨
〕
①
、
勺
宮
口
目
日
ロ
①
少
匡
塑
口
武
口

国
○
昂
①
四
国
ロ
の
胃
旦
①
ロ
．
句
○
○
旦
冨
四
口
．
貝
胃
目
Ｈ
の
の
○
○
Ｑ
国
○
口
の
①
丙
①
ｇ
旨
、
の
煙
の
劃
『
自
国
弓
岸
国
肝

巨
言
己
員
ｚ
の
尋
の
冨
苛
、
日
四
国
ロ
ロ
。
ｚ
鼻
ご
口
重
‘
①
①
丙
①
ロ
。
”
①
乱
⑦
急
の
己
○
風
弓
‐
８
国
ロ
》
の
国
○
日
①

○
○
口
〕
己
四
口
５
口 尋

の
ウ
黒
①
儲
電
の
ｚ
の
弓
冒
叶
①
目
鼻
ご
ロ
巴
己
甘
唾
Ｏ
ｐ
ｍ
ｑ
ｏ
冷
昏
①
両
国
胆
房
ぽ
げ
鯉
口
ｍ
量
侭
の
、
い
ぐ
○
］
の
。
》
唾
ロ
ロ
８
．
》

1209

が
読
み
と
れ
る
。



昭
和
二
十
四
年
十
月
一
一
十
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
当
社
で
、
「
ゲ
ー
テ
生
誕
二
○
○
年
記
念
ゲ
ー
テ
記
念
資
料
展
」
が
開
催
さ

れ
た
。
欧
米
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
催
が
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
日
本
独
逸
文
学
会
と
朝
日
新
聞
社
と
の
共
同
主
催
で
、
右
の
展

覧
会
が
も
た
れ
た
。
展
示
資
料
は
、
次
の
よ
う
に
千
点
近
く
に
の
ぼ
っ
た
。
①
ワ
イ
マ
ー
ル
版
は
じ
め
そ
の
他
各
種
全
集
②
木

村
謹
治
博
士
文
庫
所
蔵
明
治
以
降
関
係
資
料
約
四
百
点
③
ゲ
ー
テ
の
自
然
科
学
上
の
著
書
・
資
料
等
四
百
点
④
年
表
。
写

真
約
八
十
点
で
、
開
期
中
の
十
月
二
十
二
。
二
十
三
日
両
日
は
朝
日
新
聞
社
講
堂
に
お
い
て
、
手
塚
富
雄
、
成
瀬
無
極
、
片
山
敏
彦
、

相
良
守
峯
、
高
橋
義
孝
、
舟
木
重
信
、
番
匠
谷
英
一
、
吹
田
順
助
ら
独
文
学
界
の
長
老
・
重
鎮
に
よ
る
講
演
を
行
っ
た
。

㈲
英
国
出
版
業
者
選
択
図
書
展
覧
会

昭
和
二
十
四
年
十
月
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
本
店
二
階
に
お
い
て
英
国
大
使
館
の
斡
旋
と
英
国
出
版
協
会
後
援
の
下
に
、
同
国
著

名
出
版
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
英
国
新
刊
書
展
覧
会
を
開
い
た
。
本
店
で
の
展
覧
会
が
終
っ
た
の
ち
、
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
、
仙
台
、

札
幌
、
福
岡
、
神
戸
、
姫
路
と
各
支
店
を
巡
回
開
催
し
た
。
本
店
で
は
一
日
平
均
七
百
余
人
計
一
万
人
の
入
場
が
あ
り
、
受
け
た
注
文

も
非
常
に
多
か
っ
た
。
そ
の
内
容
は
略
ぽ
各
部
門
平
均
し
て
い
た
が
、
特
に
人
気
の
あ
っ
た
の
は
産
業
。
経
済
関
係
書
で
、
産
業
関
係

で
は
織
物
。
造
船
。
機
械
、
経
済
で
は
ケ
イ
ン
ズ
の
研
究
書
が
圧
倒
的
で
、
つ
づ
い
て
商
業
美
術
（
広
告
・
衣
裳
）
。
絵
画
。
建
築
。

家
畜
。
園
芸
な
ど
、
比
較
的
人
気
の
な
か
っ
た
の
は
、
神
学
。
宗
教
害
。
音
楽
害
な
ど
で
、
文
学
の
中
で
は
古
典
研
究
、
作
家
研
究
等

な
お
、
英
国
大
使
館
斡
旋
に
よ
る
「
英
国
書
展
覧
会
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
斡
旋
に
よ
る
「
フ
ラ
ン
ス
害
展
覧

一
に
つ
い
て
は
、
既
に
触
れ
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
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会
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
伽

目
ゲ
ー
テ
記
念
資
料
展



;

当
社
勤
続
四
十
有
余
年
、
洋
書
販
売
一
筋
に
生
き
て
き
た
中
村
春
太
郎
は
昭
和
二
十
六
年
頃
の
売
り
場
に
就
い
て
、
「
昔
は
大
臣
に

就
任
す
る
と
知
識
欲
も
盛
ん
に
な
っ
て
、
し
げ
し
げ
と
丸
善
を
訪
う
て
海
外
の
書
物
を
あ
さ
る
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
古
い
頃
で
床

灘蕊灘議職鍵灘灘灘議灘
灘繊撚織

四
書
物
売
場
風
景

盟盤

§

蕊鍵；
蕊露蕊

に
人
気
が
集
ま
っ
た
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
関
隻
係
の
注
文
が
多
か
っ
た
。
（
雑
誌

「
あ
る
ぴ
よ
ん
」
第
二
巻
第
一
号
。
昭
和
二
十
五
年
一
月
号
参
照
）

当
社
で
は
、
こ
の
展
覧
会
の
た
め
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
」
特
別
号
食
の
己
の
ｇ
巴

ｚ
ロ
日
ず
の
吋
吊
日
国
目
①
両
×
宮
ご
旨
○
画
○
冷
陣
昼
普
国
○
○
厨
菖
（
昭
和
一
一
十
四
年
十
一

月
二
十
八
日
発
行
）
を
発
行
し
た
。
右
の
展
覧
会
終
了
後
、
展
示
図
書
全
部
が
国

立
国
会
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
若
干
当
社
の
目
録
に
掲
げ
得
な
か

っ
た
書
籍
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
同
図
書
館
内
春
秋
社
発
行
「
読
書
春
秋
」
昭
和
二

十
五
年
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
「
新
刊
米
国
書
展
覧
会
」
を
開
い

た
。
こ
の
展
覧
会
に
は
、
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
社
と
米
国
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
を
中
心
に
其

他
の
出
版
社
の
刊
行
害
を
陳
列
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
資
料
が
な
く
明
ら
か
で
な

い
０
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1２１２

～

次
竹
二
郎
、
南
弘
、
そ
れ
か
ら
幣
原
喜
重
郎
な
ど
、
と
く
に
読
ん
で
い
ま
し
た
．
：
…
（
戦
後
で
は
）
丸
善
本
店
に
は
、
月
二
回
は
長
谷

川
如
是
閑
が
顔
を
見
せ
、
馬
場
恒
吾
も
よ
く
現
れ
る
。
戦
後
に
な
っ
て
足
が
遠
く
な
っ
て
、
店
員
を
さ
び
し
が
ら
せ
て
い
る
の
は
、
大

内
兵
術
、
末
弘
厳
太
郎
ら
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
店
員
側
の
ほ
う
も
若
く
な
っ
て
顔
な
じ
み
が
少
な
い
か
ら
散
歩
が
て
ら
に
気
軽
に
寄
っ

て
本
漁
り
を
楽
し
む
気
に
な
れ
な
い
と
コ
ポ
サ
レ
ル
古
い
読
書
人
も
少
な
く
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

何
と
い
っ
て
も
、
そ
の
頃
は
、
辞
書
。
実
務
書
・
地
図
・
自
然
科
学
・
人
文
科
学
関
係
の
も
の
が
優
先
的
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
時
代

で
、
文
芸
・
映
画
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
も
の
は
不
急
不
要
と
さ
れ
て
い
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
頃
の
ス
タ
イ
ル
。
ブ
ッ
ク
の

需
要
は
は
げ
し
い
も
の
で
、
流
行
雑
誌
「
ヴ
ォ
ー
グ
」
を
求
め
て
若
い
娘
た
ち
が
来
店
す
る
と
い
う
風
景
も
あ
っ
た
。

戦
前
の
洋
書
売
場
に
は
来
客
用
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
を
常
備
し
、
来
店
の
客
が
憩
い
を
と
る
場
所
と
し
て
、
そ
こ
で
は
身
分
や
地
位

の
差
別
も
な
く
、
あ
の
本
こ
の
本
と
自
由
に
観
賞
し
批
評
し
て
い
た
。
店
員
の
う
ち
で
は
、
あ
そ
こ
は
大
臣
席
、
こ
こ
は
学
者
席
と
い

う
風
に
話
し
あ
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
と
に
か
く
知
的
フ
ン
イ
キ
が
漂
う
さ
さ
や
か
な
場
所
で
あ
る
と
喜
ば
れ
て
い
た
が
、
戦
後
は
こ

の
よ
う
な
設
備
を
す
る
余
裕
が
な
く
、
古
く
か
ら
の
顧
客
に
は
申
し
訳
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
京
橋
や
木
造
建
築
の
新
社
屋
に
、

屡
々
来
店
さ
れ
た
諸
氏
は
、
次
の
方
左
で
あ
っ
た
。
（
敬
称
略
五
十
音
順
）

芦
田
均
板
垣
与
一
板
倉
卓
三
緒
方
竹
虎
大
塚
金
之
助
大
俳
次
郎
尾
崎
喜
八
嘉
治
隆
一
風
見
章
神
吉
晴
夫

木
村
毅
末
延
三
次
高
垣
寅
次
郎
高
橋
健
二
武
見
太
郎
中
野
好
夫
中
村
光
夫
蓮
見
喜
一
郎
原
田
三
夫
藤
本
幸

太
郎
深
田
久
弥
船
田
享
二
福
原
鱗
太
郎
正
宗
白
鳥
牧
野
英
一
牧
野
富
太
郎
松
方
三
郎
丸
山
順
太
郎
一
一
一
沢
敬

義
吉
田
茂
脇
村
義
太
郎
和
田
小
六
渡
辺
一
夫
渡
辺
紳
一
郎



売
場
担
当
者
が
記
録
し
て
い
る
。

ま
だ
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
方
々
が
見
え
ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
何
れ
も
印
象
に
残
る
方
友
で
あ
る
。

丸
ピ
ル
の
売
店
へ
は
犬
養
健
、
岩
崎
久
弥
、
宇
都
宮
徳
馬
な
ど
が
よ
く
見
え
た
。
大
体
昭
和
二
十
一
年
の
五
月
か
ら
翌
二
十
二
年
の

十
一
月
頃
ま
で
で
、
そ
の
後
は
、
む
し
ろ
新
築
な
っ
た
日
本
橋
の
本
店
へ
見
え
た
と
い
う
。

ま
ず
、
海
外
と
の
通
商
上
、
第
一
の
必
要
書
と
し
て
、
通
信
上
の
用
語
。
略
号
の
コ
ー
ド
類
。
商
工
人
名
録
類
で

国
①
ロ
，
津
①
『
》
の
○
○
口
］
ご
］
①
汁
①
勺
ほ
吋
騨
の
①
○
○
ユ
①
．
］
＠
画
、
》
園
①
ロ
陸
の
『

団
①
ロ
ロ
①
冠
の
の
①
ｏ
ｏ
ｐ
ｇ
弔
旨
烏
煙
の
①
○
○
巳
①
．
Ｈ
＠
画
①
》
園
①
口
建
①
『

跨
切
○
口
目
ぐ
①
吊
堅
○
○
日
目
輿
Ｑ
巳
弓
①
］
①
喝
§
宮
○
○
○
回
①
．
①
ｇ
の
。
．
》
ご
皆
》
国
目
．
目
〕

跨
国
○
口
日
ぐ
図
の
巳
○
○
日
ｇ
ｇ
ｇ
巴
門
の
行
い
目
ご
宮
ｏ
ｏ
ａ
の
．
『
ｇ
①
ロ
・
》
后
忠
》
国
目
四
日

Ｐ
向
日
①
○
○
日
目
○
ｓ
ｑ
四
口
旦
国
胃
国
の
①
○
ａ
①
．
届
ｇ

も
①
符
刷
○
口
）
の
肖
口
蔚
尉
口
四
は
○
口
巴
○
○
Ｑ
①
．
②
Ｈ
Ｑ
①
ロ
．
》
］
や
、
胃
》
国
．
両
．
弔
曾
の
勝
○
口

属
①
臣
①
『
》
の
ロ
胃
の
ｇ
ｏ
ｑ
ｏ
冷
冒
①
居
彦
凹
具
の
》
旨
回
国
●
口
曽
ｇ
胃
①
厨
陣
の
巨
己
勺
①
防
ぎ
Ｈ
ら
９
．
岳
ｇ
》
丙
の
］
ご
弔
口
す
．

《
《
の
巨
己
口
冒
ぬ
ぐ
『
○
埼
巨
》
》
居
①
自
国
○
○
丙
》
岳
９
１
届
臼
．
届
ｇ
》
要
目
ロ
①
の
冨
己
ご
旨
ぬ
ぎ
‐
○
吋
匡
菖

入
荷
し
た
書
籍
の
数
量
の
概
算
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
次
の
よ
う
な
書
籍
が
好
評
で
注
文
も
多
か
っ
た
｝
）
と
を

五
洋
書
輸
入
再
開
以
来
の
好
評
書
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次
に
、
意
匠
。
商
業
美
術
。
新
興
建
築
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
部
類
の
も
の
で
は
戦
前
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
タ
イ

ト
ル
の
も
の
に
希
望
が
多
か
っ
た
。



嵐
①
昌
口
の
の
》
］
・
旨
．
１
弓
伝
①
の
２
国
巴
弓
宮
①
Ｏ
ｑ
ｏ
浦
両
日
も
］
○
］
日
の
貝
》
胃
貝
臼
①
の
叶
四
ロ
ロ
旨
○
口
●
図
．
ご
窓
》
冨
四
ｏ
日
昌
四
口

屍
』
①
旨
》
５
．
詞
．
１
属
９
口
①
の
酎
口
”
の
ぐ
○
旨
陣
○
口
．
后
ミ
》
冨
胃
冒
旨
四
口

の
急
の
①
国
『
》
㈲
・
旨
．
１
日
ロ
①
目
琶
①
日
『
○
倫
○
幽
官
薗
房
庁
口
の
ぐ
巴
○
口
旨
の
具
、
㈲
Ｈ
旨
○
君
］
①
の
○
時
旨
四
員
箇
ロ
ロ
○
］
昼
。
堅

の
○
○
口
○
日
『
・
骨
①
塔
①
》
己
．
ロ
○
ず
の
○
口

国
旨
丙
の
》
］
．
”
．
’
ぐ
凹
冒
の
四
口
。
○
四
目
薗
岸
跨
口
旨
Ｐ
巳
昌
甘
計
○
の
○
日
の
甘
口
目
日
①
唇
冨
｝
冒
甘
ｏ
言
］
の
①
○
【
の
８
口
○
日
旨

昏
の
Ｏ
ｑ
．
．
四
口
Ｑ
８
．
．
ご
患
》
○
鴬
Ｏ
ａ
ｑ
．
砲
．

国
胃
丙
口
ａ
》
ロ
．
国
．
陣
○
．
国
旨
ｏ
穴
口
届
ロ
ー
囚
屋
の
胃
旨
庁
冷
○
挿
句
目
匡
旨
”
①
旨
は
○
口
．
ご
合
》
冒
○
の
箇
急
‐
国
匡

，
君
Ｈ
侭
言
》
］
・
国
．
倖
面
．
国
．
Ｑ
旨
邑
の
叶
冒
画
ｌ
も
口
匡
］
。
”
巴
呉
一
○
房
冒
冨
四
口
四
ｍ
①
日
の
目
．
ご
お
》
旨
。
の
国
尋
‐
国
旨

旨
四
宮
○
口
『
》
弓
．
陣
丙
．
国
①
の
閏
○
口
－
勺
ロ
匡
旨
”
①
富
津
○
易
冷
９
両
の
薗
崖
①
５
．
こ
む
』
旨
月
日
屋
ロ
ロ
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闇
の
○
○
号
口
四
日
１
日
旨
の
句
○
日
困
○
具
の
、
、
己
鰐
画
》
ロ
○
ず
の
○
口

ロ
①
８
愚
働
く
の
跨
罵
嘩
目
声
①
の
冒
巳
○
昌
の
貝
国
○
○
丙
‐
己
ら
．
日
置
①
の
冨
島
○
勺
戸
す
．

旨
Ｏ
Ｑ
２
ｐ
冠
巨
匡
胃
ｇ
ｑ
ご
お
．
目
宮
の
の
言
昌
○
句
屋
ウ
．

技
術
関
係
の
書
籍
は
、
総
て
改
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
、
希
望
も
大
体
新
版
に
集
っ
た
。
中
で
も
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
関
係
に

希
望
が
殺
到
し
た
。
こ
れ
は
戦
時
中
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

要
［
○
。
の
Ｈ
ロ
冠
］
四
ｍ
ご
ｏ
両
冒
。
『
巳
○
℃
の
巳
煙
．
痔
①
祭
司
》
国
Ｈ
８
］
ハ
甘
嗣
屋
ご
・

団
吋
旨
呂
○
呉
巴
○
ぬ
口
の
○
開
国
吊
陣
８
．
ご
ｇ
》
国
呉
．
日
日
号
弓
蔚
の
の

社
会
改
革
、
経
済
関
係
の
書
籍
に
つ
い
て
の
希
望
も
い
う
ま
で
も
な
く
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
経
済
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ケ
イ
ン
ズ

や
ヒ
ッ
ク
ス
の
も
の
に
需
要
が
集
中
し
、
ミ
ル
や
リ
カ
ー
ド
の
よ
う
な
古
典
派
の
も
の
は
当
時
や
や
影
を
ひ
そ
め
た
感
が
あ
っ
た
。
よ

く
売
れ
た
も
の
は
次
の
通
り
で
、
最
後
の
三
点
は
実
業
界
か
ら
の
希
望
が
特
に
多
か
っ
た
。
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一
方
思
想
、
文
芸
方
面
の
書
籍
輸
入
は
戦
前
の
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
外
貨
資
金
割
当
制
度
の
下
で
そ

の
資
金
を
最
も
有
効
に
生
か
す
た
め
に
は
、
日
本
再
建
に
直
接
に
必
要
で
緊
要
な
も
の
を
優
先
的
に
許
可
す
る
と
い
う
政
府
の
方
針
に

よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
（
「
学
鐙
」
昭
和
二
十
六
年
三
月
号
）

そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、
サ
ル
ト
ル
の
著
書
（
英
訳
書
を
含
む
）
の
売
行
き
は
よ
か
っ
た
。
と
く
に
貴
の
貝
再
①
》
】
・
桐
．
‐
目
厚
蔚

①
庁
］
①
ｚ
３
員
．
画
、
の
巴
Ｑ
》
○
日
○
』
○
四
の
ｇ
ｇ
ｏ
Ｂ
ｇ
ｏ
昌
○
哩
呂
の
、
ら
お
》
の
農
冒
凹
ａ
こ
の
需
要
は
多
か
っ
た
。

雑
誌
に
つ
い
て
は
、
ヨ
リ
ャ
ー
ズ
」
、
「
タ
イ
ム
ス
」
等
に
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
そ
の
他
の
一
般
雑
誌
に
対
す
る
読
者
の
要
求
は

日
増
し
に
増
加
し
て
い
た
。
当
時
は
ま
だ
戦
災
復
興
・
科
学
技
術
の
遅
延
回
復
が
至
上
の
目
標
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
二
十
五
年
、
第

一
上
半
期
か
ら
ア
メ
リ
カ
雑
誌
が
四
半
期
毎
の
割
当
制
で
輸
入
自
由
に
な
っ
た
際
も
、
日
本
の
戦
災
復
興
に
関
係
あ
る
技
術
雑
誌
（
土

木
・
建
築
・
電
気
及
び
電
子
関
係
）
が
優
先
的
で
、
人
文
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
は
割
当
が
な
か
っ
た
。
古
本
街
で
駐
留
外
国
婦
人
が

不
要
に
な
っ
て
売
り
払
っ
た
外
国
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
が
若
い
女
性
に
あ
さ
ら
れ
高
値
で
売
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
つ

づ
い
て
イ
ギ
リ
ス
。
フ
ラ
ン
ス
。
西
ド
イ
ツ
と
い
う
順
に
、
同
じ
よ
う
に
割
当
が
お
こ
な
わ
れ
漸
く
欧
米
の
技
術
に
接
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
よ
く
売
れ
た
雑
誌
を
数
点
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

米
国
か
ら
Ｑ
邑
国
畠
旨
の
の
旨
い
皆
。
胃
の
。
冨
邑
司
○
員
自
国
の
。
賃
。
己
。
の
国
の
。
胃
○
日
８
］
言
。
農

英
国
か
ら
缶
居
冨
蔚
○
目
国
］
殉
の
急
①
弓

西
ド
イ
ツ
か
ら
園
①
８
口
口
目
の
冨
匡
ワ
①
８
号
自
国
自
営
胴
①
日
①
貝



そ
の
よ
う
に
購
書
欲
が
盛
ん
な
時
、
用
紙
不
足
の
中
で
は
読
者
に
こ
た
え
る
だ
け
の
量
の
出
版
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
か
ら

当
然
に
内
容
の
よ
い
古
書
が
広
く
求
め
ら
れ
た
。
当
社
で
も
和
古
書
の
取
り
扱
い
が
中
心
と
な
り
、
戦
前
発
行
の
書
物
で
定
評
の
あ
る

書
物
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
良
く
売
れ
た
。
理
工
学
関
係
の
専
門
害
な
ど
そ
れ
こ
そ
ま
た
た
く
ま
の
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
。

新
刊
書
で
も
戦
後
し
ば
ら
く
は
、
用
紙
割
当
が
少
な
か
っ
た
た
め
発
行
部
数
が
少
な
く
、
岩
波
書
店
の
新
刊
害
な
ど
、
発
売
日
に
は

徹
夜
行
列
で
開
店
を
待
つ
お
客
が
あ
っ
た
程
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
十
一
月
当
社
発
行
の
「
無
機
化
学
全
書
Ⅲ
ハ
ロ
ゲ
ン
」
な
ど

も
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
。
当
社
で
も
書
物
の
確
保
に
は
、
和
書
仕
入
担
当
者
は
並
女
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
た
が
、
そ
れ
を
売
り
さ
ば
く
心

配
は
殆
ん
ど
い
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
未
だ
京
橋
に
仮
店
舗
の
あ
っ
た
昭
和
二
十
一
年
一
月
、
綜
合
雑
誌
「
世
界
」
、
「
改
造
」
の
創

刊
号
を
各
一
、
○
○
○
部
売
り
切
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
当
時
の
模
様
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
「
一
つ
の
雑
誌
が
月
に
一
、
○
○
○
部

売
れ
た
の
で
す
か
ら
、
月
に
数
十
部
が
せ
い
ぜ
い
の
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
数
字
で
す
」
と
、
当
時
こ
れ
ら
の
雑
誌
を
扱
っ
た
古
い

戦
中
。
戦
後
の
書
物
不
足
と
窮
乏
感
の
深
さ
に
つ
い
て
は
幾
度
か
触
れ
て
き
た
。
殊
に
戦
後
の
好
学
青
年
の
書
物
へ
の
渇
望
は
凄
ま

じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
と
い
っ
て
も
洋
書
よ
り
も
和
書
へ
の
渇
望
で
あ
っ
た
こ
と
は
読
者
層
の
構
成
か
ら
見
て
も
当
然
で
あ

っ
た
。こ

の
よ
う
な
状
態
は
、
人
女
が
戦
後
書
物
に
飢
え
て
い
た
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
出
版
す
る
と
同
時
に
値
が
高
く
な
る
の
で
、
書

六
好
評
の
和
書

1216

刊
号
を
各
一
、
○
○
○
卸

売
れ
た
の
で
す
か
ら
、
画

社
員
は
述
懐
し
て
い
る
。
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物
を
売
買
す
る
｝
）
と
に
よ
っ
て
多
少
生
活
の
資
に
す
る
た
め
に
、
争
っ
て
書
物
を
買
う
と
い
う
よ
う
な
人
女
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

コ
ン
サ
イ
ス
英
和
辞
典
等
は
、
購
入
す
る
と
右
か
ら
左
へ
と
古
本
屋
へ
持
っ
て
行
け
ば
定
価
以
上
で
買
っ
て
く
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
進
駐
後
は
、
進
駐
軍
の
指
示
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
く
あ
っ
た
が
、
一
つ
の
例
と
し
て
、
建
築
の
際

に
色
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
確
立
さ
れ
た
「
マ
ン
セ
ル
。
シ
ス
テ
ム
」
「
オ

ス
ワ
ル
ド
。
シ
ス
テ
ム
」
の
色
彩
大
系
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
要
求
に
応
ず
る
た
め
、
洋
書
売
場
で
も
、
和
書
売
場
で
も
、
色

彩
関
係
書
の
特
別
陳
列
を
日
本
色
彩
研
究
所
、
村
上
色
彩
研
究
所
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
。
売
場
に
も
色
彩
関
係
書
コ
ー
ナ
を
特
設
し

て
、
田
口
柳
三
郎
の
田
口
式
カ
ラ
ー
ダ
イ
ャ
ル
、
佐
藤
亘
宏
の
Ｄ
Ｓ
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
等
、
配
色
が
容
易
に
得
ら
れ
る
器
具
が
販
売
さ

れ
た
。

；溌灘

心
酬
侭
釦
年
、
噌
嘩

以
下
に
、
和
書
売
場
に
お
け
る
昭
和
二
十
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
挙
げ
る
。

三
木
清
著
「
人
生
論
ノ
ー
ト
」
（
創
元
社
）
三
木
清
著
「
哲
学

ノ
ー
ト
」
（
河
出
書
房
）
西
田
幾
多
郎
著
「
善
の
研
究
」
（
岩

波
書
店
）
河
上
肇
著
「
自
叙
伝
」
（
世
界
評
論
社
）
森
正

蔵
著
「
旋
風
二
十
年
」
（
鱒
書
房
）
尾
崎
秀
実
著
「
愛
情
は
ふ

る
星
の
如
く
」
（
世
界
評
論
社
）
永
井
隆
著
。
）
の
子
を
残
し

て
」
（
講
談
社
）
永
井
隆
著
「
長
崎
の
鐘
」
（
日
比
谷
出
版
）

戦後創刊の綜合雑誌

1２１７



理
工
学
書
で
は

「
無
線
工
学
ポ
ヶ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」
（
オ
ー
ム
社
）
「
電
気
工
学
ポ
ヶ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
Ｊ
Ｒ
版
」
（
オ
ー
ム
社
）
化
学
機
械
協
会

編
「
化
学
工
学
便
覧
」
（
丸
善
）

（
改
造
社
）

1２１８

太
宰
治
著
「
斜
陽
」
（
新
潮
社
）
太
宰
治
著
「
人
間
失
格
」
（
筑
摩
書
房
）
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
》
）

ゑ
」
（
東
大
協
同
組
合
出
版
）
宮
本
百
合
子
著
「
風
知
車
」
（
文
雲
春
秋
社
）
石
川
達
三
著
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
（
読
売
新

聞
社
）
大
俳
次
郎
著
「
帰
郷
」
（
古
典
出
版
）
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
著
「
風
と
共
に
去
り
い
」
（
三
笠
書
房
）
レ

マ
ル
ク
著
「
凱
旋
門
」
（
板
垣
書
店
）
サ
ル
ト
ル
著
「
咽
吐
」
（
青
磁
社
）
ヴ
ァ
ン
・
デ
。
ヴ
ェ
ル
デ
著
「
完
全
な
る
結
婚
」

（
ふ
も
と
社
）
ロ
ー
レ
ン
ス
著
「
チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
の
恋
人
」
（
小
山
書
店
）
ノ
ー
マ
ン
。
メ
イ
ラ
ー
著
「
裸
者
と
死
者
」




